
令和４年度 第１回 ぐすく支え愛隊 定例会の報告 

 

  

 

1. さわやか福祉財団 阿部氏による講話 

地域共生社会を目指し、“自分たちが住む町を暮らしやすくするために”みんなで考え 

みんなで行動していく協議体という話し合いの場が必要であることを再確認しました。 

 

 

2. 第１層生活支援コーディネーターによる制度説明 

介護保険制度、生活支援体制整備事業について説明後、前回定例会の振り返りから「知る

→わかる→繋がる」を新たなテーマとした協議体運営を提案しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍により平成 30年度を最後に定例会の開催を見送って参りましたが、令和 4年

12月 19日（月）当市役所にて約３年ぶりに開催しました。 

 



3. 第２層生活支援コーディネーターによる活動報告 

協議体の立ち上げからコロナ禍での活動、認知症にも優しい地域づくりを進めている 

ことなどを報告して頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 県営渡橋名団地自治会長 西里氏、同自治会員 島仲氏による活動報告 

地域懇談会で声があがった「移動が大変。でも自分の目で商品を選びたい」などの希望 

を叶えるため、生活支援コーディネーターが移動スーパーコープまちかど便の担当者へ

声かけし、第２層協議体定例会にて両者が結びついた事例をお話して頂きました。 

  

 

 

 

 

 

 

 



5. 上田山川自治会長 仲程氏による活動報告 

地域の祭りや手作りマスクの配布、コロナワクチン接種予約の代行、お困りごとサポート

隊などの事例紹介の他、取り組みの成果・感じたこと、今後の目標などをお話して頂きま

した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. ゆんたく会（進行：さわやか福祉財団 阿部氏） 

これまでの発表を踏まえて感じたこと・何ができるかなどをグループごとに自由にゆん

たくして頂きました。時間が足りず物足りなさが残りましたが皆さん活発に議論されてお

りました。 

  

 

 

市民、民生委員、ケアマネジャー、医療機関、社会福祉協議会、地域包括支援センターな

ど、総勢 39名の方々にご参加いただきました。 



 

アンケートの声 

・自治会の方々の具体的な活動内容や問題点などとても分かりやすかったです。訪問の際

など今日学んだことを生かしていきたいと思いました。 

・豊見城市が住みよい地域になるように協力していきたいです。 

・第 2層の取り組みや、自治体の事例をきくことができ大変学びになりました。多くの人

に共有できるように、ホームページにのせることはできるでしょうか。各地区での取り組

みがリアルタイムに知れると思いました。 

・上田自治会の報告は参考になりました。高齢者に対する取り組み等、活動の仕方等勉強

になりました。 

・上田山川の活動は大変興味深いものだった。他の地域にも多いに参考になるのでは？  

・現在、仕事以外で高齢者に接する機会が無く今日は楽しく過ごせました。 

・地域の取り組み方も学ぶことができました（移動スーパーの件）。 

・地域防災について話を聞きたい。高齢者や子供達の安全の為。協議体定例会のたいせつ

さ。 

・地域の取り組みを知れただけでも参考になりました。これから少しずつ高齢者の支援に

つながることを考えていけたらと思います。 

・自治体の取り組みが聞けてよかったです。今後、必ず協力していきます。ありがとうご

ざいました。 

・県営渡橋名団地同様、高齢化が進んでいるため、渡橋名団地の取り組みの「地域の支え

合い活動」はかなり参考になりました。折角グループにわかれ話し合いがありましたが、

もう少し時間が欲しかったです。阿部さんの話をもっともっと聞きたかったです。 

・担当している利用者さんの環境やインフォーマルサービスを知らないので、知りたくて

参加させて頂きました。 

・自治会の活動が、地域の皆を支え笑顔にしていると知り、自治会の重要性を知りまし

た。 

 

 

 次回は令和 5年度中の開催を予定しております。 

市民の方・市内で働く方など、地域づくりに関心のある方であればどなたでもご参加をお

待ちしております！！ 


